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陳
後
主
の
文
学
に
対
す
る
評
価 

 
 
 
 

唐
・
朱
敬
則
「
陳
後
主
論
」
、
呂
温
「
人
文
化
成
論
」
か
ら 

『
漢
魏
六
朝
一
百
三
家
集
』
、
『
采
菽
堂
古
詩
選
』
ま
で 

 
 
 

 
 

久 

保 

卓 

哉 

  

陳
後
主
は
、
唐
朝
に
い
た
る
歴
代
天
子
の
中
で
も
三
番
目
に
多
い
巻
数
の
文
集
を
残
し
、
そ
の
生
涯
を
通
し
て
六
朝
の
栄
華
と
退
廃
を
つ
ぶ
さ
に
見
た

天
子
で
あ
る
。
陳
後
主
の
文
学
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
五
十
巻
に
及
ぶ
文
集
の
全
て
が
残
存
す
る

わ
け
で
は
な
い
た
め
に
困
難
を
伴
う
が
、
本
論
文
に
お
い
て
、
後
世
の
諸
論
に
見
え
る
陳
後
主
文
学
の
評
価
を
、
唐
代
の
文
章
と
明
清
に
編
修
さ
れ
た

陳
後
主
文
集
を
も
と
に
明
ら
か
に
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
キ
ー
ワ
ー
ド
：
朱
敬
則 

陳
後
主
論 

呂
温 

人
文
化
成
論 

張
溥 

漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集 

陳
祚
明 

采
菽
堂
古
詩
選
） 

   

一 

は
じ
め
に 

 
 

陳
後
主
叔
宝
に
対
す
る
評
価
は
様
々
に
分
か
れ
る
。
宴
遊
酒
色
の
果
て
に

亡
国
に
至
ら
し
め
た
と
い
う
評
価
と
、
先
人
の
業
績
を
継
承
し
、
六
芸
文
学

を
修
め
て
天
人
の
望
み
に
允か

な

っ
た
と
い
う
良
い
評
価
で
あ
る
。（
１
）

だ
が
、
待

っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
よ
う
な
良
い
評
価
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
、
と
手
が
挙

が
る
ほ
ど
、
陳
後
主
は
亡
国
の
天
子
と
し
て
私
た
ち
の
記
憶
に
あ
る
。
だ
が
、

陳
後
主
は
文
学
的
な
評
価
が
高
い
こ
と
も
記
憶
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

二 

唐
代
小
説
と
唐
詩 
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隋
の
文
帝
楊
堅
と
そ
の
子
晋
王
楊
広
（
後
の
煬
帝
）
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ

た
陳
後
主
は
、
幸
い
に
も
隋
の
厚
遇
を
受
け
て
五
十
二
歳
の
天
寿
を
全
う
し
、

洛
陽
の
芒
山
に
手
篤
く
葬
ら
れ
た
。
そ
の
生
涯
は
人
の
関
心
の
的
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
、
早
く
も
唐
の
伝
奇
小
説
『
大
業
拾
遺
記
』
に
愛
妃
張
麗
華
と
と

も
に
登
場
し
、
煬
帝
の
宮
中
秘
事
を
描
く
物
語
に
華
を
添
え
て
い
る
。
初
唐

の
顏
師
古
撰
と
銘
打
つ
こ
の
小
説
は
又
の
名
を
『
隋
遺
録
』
と
も
『
南
部
烟

花
録
』『
南
部
烟
花
記
』『
大
業
拾
遺
』『
大
業
拾
遺
録
』
と
も
伝
わ
り
、
か
な

り
広
く
世
に
通
行
し
て
い
た
。（
２
）

こ
れ
に
加
う
る
に
詩
に
お
い
て
も
、
李
白

の
「
金
陵
歌
送
別
范
宣
」
や
劉
禹
錫
「
金
陵
懐
古
」
杜
牧
「
泊
秦
淮
」
許
渾

「
金
陵
懐
古
」
な
ど
が
あ
り
、
陳
後
主
は
多
く
の
詩
人
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
て

い
る
。（
３
）

陳
後
主
は
人
々
の
記
憶
か
ら
消
え
去
る
ど
こ
ろ
か
、
間
断
な
く
脳

裏
に
去
来
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。 

  

三 

唐
代
の
文
論 
 
 

朱
敬
則
の
「
陳
後
主
論
」 

  

文
に
お
い
て
は
、
初
唐
の
人
朱
敬
則
（
六
三
五
〜
七
〇
九
年
）
に
「
陳
後

主
論
」
が
あ
り
、
そ
の
亡
国
に
至
る
内
的
要
因
と
、
隋
に
よ
る
外
的
要
因
の

分
析
が
駢
体
の
美
文
で
著
さ
れ
て
い
る
。
正
諫
大
夫
で
も
あ
っ
た
朱
敬
則
は

「
魏
武
帝
論
」
「
晋
高
祖
論
」
「
宋
武
帝
論
」
「
北
斉
高
祖
論
」
「
梁
武
帝
論
」

「
陳
武
帝
論
」
「
隋
高
祖
論
」
「
隋
煬
帝
論
」
を
著
し
て
そ
の
興
亡
を
論
じ
て

い
る
が
、
こ
の
「
陳
後
主
論
」
の
中
で
、
亡
国
の
原
因
を
次
の
よ
う
に
指
摘

し
て
い
る
。 

 

礼
儀
を
挙
げ
ず
、
苛
刻
は
日
に
滋
し
。
隣
好
に
敦
か
ら
ず
、
驕
傲
を
是

れ
務
め
と
す
。
嬖へ

い

妾
し
ょ
う

五
十
、
尽
く
珥じ

貂
ち
ょ
う

の
容
有
り
。
麗
服
一
千
、
咸み

な

夭

桃
の
色
を
取
る
。
加
う
る
に
貴
妃
夾
坐
し
、
狎
客
承
筵
す
る
を
以
て
す
。

玉
貌
絳
脣
、
宮
徴
を
咀
嚼
し
、
花
牋
綵
筆
、
烟え

ん

霞か

を
吟
詠
す
。
長
夜
も
疲う

ま
ず
、
略ほ

ぼ

醒
む
る
日
無
し
。
」 

（
『
文
苑
英
華
』
巻
七
百
五
十
三
興
亡
下
） 

 

こ
の
論
で
面
白
い
の
は
後
半
部
を
「

或
あ
る
ひ
と

」
と
「
客
」
の
問
答
形
式
に
し
て

進
め
、
最
後
に
「
客
曰
、
入
井
下
策
也
」（
４
）

井
戸
に
逃
げ
込
む
の
は
下
策
だ

と
客
に
言
わ
し
め
て
こ
の
論
を
結
ん
で
い
る
こ
と
だ
。
陳
後
主
が
張
貴
妃
、

孔
貴
人
と
と
も
に
井
戸
に
逃
げ
込
ん
だ
こ
と
を
「
下
策
」
と
決
め
つ
け
る
朱

敬
則
は
、
そ
れ
を
自
分
で
は
な
く
て
客
に
語
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

一
層
陳
後
主
の
哀
れ
さ
を
私
た
ち
に
伝
え
る
。 

か
よ
う
に
朱
敬
則
は
陳
後
主
を
否
定
的
に
捉
え
る
が
、
し
か
し
負
の
評
価

ば
か
り
で
は
な
い
。
陳
後
主
の
正
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
い
う
。 

 

長
城
公
は
、
器
識
古
人
の
ご
と
く
、
平
を
承
け
て
主
を
嗣
ぐ
。
其
の
忠

讜
の
士
を
求
め
、
左
道
の
人
、
淫
祀
妖
書
、
鏤
薄
仮
物
を
禁
ぜ
し
を
観

れ
ば
、
即
ち
古
の
明
哲
な
り
。
何
を
以
て
加
え
ん
や
。 

 
太
平
に
帝
位
を
継
承
し
た
長
城
公
（
陳
後
主
）
は
、
器
度
見
識
に
古
人
の
風

が
あ
り
、
彼
が
、
忠
誠
正
直
の
人
士
を
求
め
、
邪
道
の
人
や
邪
淫
な
祭
祀
を
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禁
じ
、
邪
説
の
書
や
金
銀
の
装
飾
な
ど
を
禁
じ
た
の
を
見
れ
ば
、
彼
は
古
の

明
哲
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
れ
を
越
え
る
も
の
は
な
い
、
と
い
う
。（
５
） 

 
こ
の
朱
敬
則
の
陳
後
主
に
対
す
る
「
古
明
哲
」
な
り
と
い
う
正
の
評
価
は
、

彼
が
著
し
た
「
魏
武
帝
論
」
「
宋
武
帝
論
」
「
梁
武
帝
論
」
に
も
見
出
せ
な
い

評
価
で
あ
る
。
こ
の
評
価
の
根
拠
は
陳
後
主
が
即
位
し
た
後
の
太
建
十
四
年

三
月
癸
亥
と
四
月
庚
子
に
発
し
た
詔
に
あ
る
。 

 

内
外
の
卿
士
、
文
武
の
衆
司
よ
、
若
し
智
、
政
術
に
周
く
、
心
、
治
体

に
練な

れ
、
民
俗
の
疾
苦
を
救
い
、
禁
網
の
疎
密
を
弁
ず
る
者
有
ら
ば
、

各
忠
讜
を
進
め
、
隠
諱
す
る
所
無
か
ら
し
め
よ
。
朕
は
将
に
己
を
虚
し

く
し
て
聴
受
し
、
善
を
択
ん
で
行
わ
ん
と
す
。
庶
わ
く
は
物
情
を
深
鑑

し
、
我
が
王
度
を
匡
さ
ん
こ
と
を
。 
 
 

（
『
陳
書
』
巻
六
後
主
本
紀
） 

 

応
に
鏤
金
銀
薄
、
及
び
庶
物
化
生
、
土
木
人
綵
花
の
属
、
及
び
布
帛
幅

尺
、
短
狭
軽
疎
は
、
并
び
に
財
を
傷
い
業
を
廃
す
る
も
の
に
し
て
、
尤

も
蠹
患
を
成
す
べ
き
も
の
な
り
。
又
僧
尼
道
士
、
挟
邪
左
道
の
、
経
律

に
依
ら
ざ
る
も
の
、
民
間
の
淫
祀
祅
書
、
諸
珍
怪
事
は
、
詳
し
く
條
制

を
為つ

く

り
て
、
并
び
に
皆
禁
絶
す
。 

 
 
 

（
『
陳
書
』
巻
六
後
主
本
紀
） 

 

時
に
三
十
歳
で
あ
っ
た
陳
叔
宝
の
、
天
下
を
治
め
ん
と
す
る
気
概
に
満
ち
た
、

ま
こ
と
に
熱
き
宣
言
で
あ
る
。
こ
の
三
月
癸
亥
の
詔
に
み
え
る
「
民
を
救
」

う
に
「
己
れ
を
虚
」
し
く
し
「
物
情
」
に
通
じ
て
「
我
が
王
度
」
を
正
す
こ

と
、
及
び
四
月
庚
子
の
詔
に
み
え
る
奢
侈
淫
祀
を
「
禁
絶
」
す
る
と
い
う
熱

き
宣
言
は
、
古
来
の
為
政
諸
王
が
心
が
け
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、 

  
 

我
が
王
度
・

・

を
思
い
、

式
し
た
が

う
こ
と
玉
の
如
く
、
式
う
こ
と
金
の
如
し
。 

（
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
二
年
） 

 

頃
公
は
苑
囿
を
弛
め
、
賦
斂
を
薄
く
し
、
孤
を
振
い
疾
を
問
い
、
積
聚

を
虚
し
く
し
て
以
て
民・
を
救・
う
。 

（
『
史
記
』
巻
三
十
二
斉
太
公
世
家
） 

  
 

元
帝
初
め
て
即
位
し
、（
貢
）
禹
を
徴
し
て
諫
大
夫
と
為
し
、

数
し
ば
し
ば

己・
れ

を
虚・
し
く
し
て
以
て
政
事
を
問
う
。 

（
『
漢
書
』
巻
七
十
二
貢
禹
伝
） 

  
 

明
君
は
四
海
を
御
す
に
、
聴
鑑
し
て
物
情
・

・

を
尽
く
す
。 

（
『
晋
書
』
巻
二
十
三
楽
志
下
） 

  
 

崩
に
臨
み
て
又
詔
す
。「
…
… 

金
粟
繒
絋

そ
う
こ
う

，
民
を
弊
す
る
こ
と
已
に
多

く
、
珠
玉
の
玩
好
は
、
工
を
傷
ま
し
む
る
こ
と
尤
も
重
く
、
嚴
し
く
禁
絶
・

・

を
加
う
。
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
南
斉
書
』
巻
三
武
帝
紀
） 

 
等
が
あ
る
。
こ
う
し
た
治
世
の
本
則
を
履
行
し
よ
う
と
し
た
陳
後
主
を
朱
敬

則
は
「
古
明
哲
」
と
評
価
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

後
主
を
評
価
す
る
論
評
は
こ
れ
以
外
に
も
あ
る
。
唐
、
貞
觀
二
十
一
年
（
六
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四
七
年
）
に
八
十
八
歳
で
卒
し
た
褚
亮
を
顕
彰
し
た
碑
文
「
散
騎
常
侍
贈
太

常
卿
陽
翟
侯
褚
公
碑
」
（
闕
名
撰
）
に
、 

  
 

陳
後
主
は
栖
神
雅
什
、
纂
歴
し
て
鴻
図
す 

 
 
 

（
『
全
唐
文
』
巻
九
百
九
十
一
闕
名
三
二
） 

 

陳
後
主
は
も
と
も
と
高
雅
な
精
神
を
持
ち
、
即
位
し
て
宏
遠
な
帝
業
を
企
図

し
た
、
と
あ
る
の
が
そ
れ
だ
。
こ
の
碑
で
顕
彰
さ
れ
た
褚
亮
は
、
十
八
歳
で

徐
陵
と
文
章
を
論
じ
て
頭
角
を
現
し
、
そ
れ
を
聞
い
た
陳
後
主
（
東
宮
期
）

に
招
か
れ
て
詩
を
賦
し
、
満
座
の
推
奨
を
得
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
書
家
褚
遂

良
の
父
に
あ
た
る
（
『
旧
唐
書
』
巻
七
十
二
褚
亮
伝
）
。
こ
の
碑
文
の
作
者
は

不
明
だ
が
、
先
の
朱
敬
則
と
同
じ
く
初
唐
の
人
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
陳
後
主
へ
の
正
の
評
価
は
朱
敬
則
の
論
と
同
じ
で
あ
る
。 

  

四 

唐
代
の
文
論 
 
 

呂
温
の
「
人
文
化
成
論
」 

  

こ
れ
ら
は
後
主
の
治
世
へ
の
評
価
だ
が
、
後
主
へ
の
評
価
の
濃
さ
は
治
世

よ
り
も
文
学
に
あ
る
。 

中
唐
の
論
客
呂
温
（
七
七
二
〜
八
一
一
）
は
、
柳
宗
元
に
よ
っ
て
「
天
の

英
を
窮
め
、
古
の
識
を
貫
く
」
（
柳
宗
元
「
祭
呂
衡
州
温
文
」
『
増
広
註
釈
音

辯
唐
栁
先
生
集
』
巻
第
四
十
）
と
称
え
ら
れ
た
政
治
家
で
あ
り
文
学
者
だ
が
、

そ
の
呂
温
に
、
自
ら
が
し
ば
し
ば
唱
え
る
「
人
文
化
成
」
の
主
張
を
集
大
成

し
た
「
人
文
化
成
論
」
が
あ
る
。
こ
の
論
の
中
で
呂
温
は
、『
周
易
』
賁
卦
彖

伝
に
見
え
る
「
人
文
を
観
て
、
以
て
天
下
を
化
成
す
」
を
冒
頭
に
引
い
て
論

の
柱
と
し
、
そ
の
「
人
文
」
に
は
、
父
は
慈
愛
で
子
に
教
え
、
子
は
孝
養
で

父
に
尽
く
し
、
夫
は
剛
毅
、
妻
は
柔
和
で
あ
る
べ
き
と
い
う
「
室
家
の
文
」

が
あ
り
、
君
主
は
仁
愛
で
臣
下
を
使
い
、
臣
下
は
忠
義
で
君
に
仕
え
、
私
が

誤
っ
た
な
ら
あ
な
た
が
補
佐
し
、
善
い
こ
と
は
進
言
し
悪
い
こ
と
は
諫
言
す

る
と
い
う
「
朝
廷
の
文
」
が
あ
り
、
ま
た
「
官
司
の
文
」
「
刑
政
の
文
」
「
教

化
の
文
」
が
あ
る
と
分
析
す
る
。
つ
ま
り
「
文
」
と
は
、
「
庶
績
を
錯
綜
し
、

人
情
を
藻
絵
す
る
こ
と
、
文
を
成
す
が
如
く
に
し
て
、
以
て
其
の
理
を
致
す
」

こ
と
で
、
そ
れ
が
則
ち
「
人
文
化
成
」
の
義
で
あ
る
と
理
想
を
説
く
。
だ
が

し
か
し
近
代
の
諂
諛
の
臣
は
、
と
続
け
て
、
呂
温
は
現
実
に
目
を
向
け
、
理

想
と
は
ほ
ど
遠
い
現
状
を
痛
烈
に
批
判
す
る
。
今
や
時
君
の
不
能
を
よ
い
こ

と
に
、
表
面
上
は
尭
舜
を
祖
述
し
て
「
天
下
を
化
成
す
」
と
い
う
文
を
作
り

な
が
ら
、
実
際
に
は
「
旂
裳
冕
服
」（
旗
章
と
礼
服
）
と
「
章
句
翰
墨
」
を
人

文
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
何
と
痛
ま
し
い
限
り
で
は
な
い
か
。
し
か
し
な
が

ら
、
と
こ
の
論
の
後
に
呂
温
は
陳
後
主
と
隋
煬
帝
に
言
及
し
て
次
の
よ
う
に

い
う
。 

  
 

必
ず
章
句
翰
墨
を
以
て
人
文
と
為
す
は
、
則
ち
陳
後
主
、
隋
煬
帝
な
り
。

雍
容
綺
靡
に
し
て
、
洋
溢
た
る
編
簡
あ
り
。
文
思
安
安
と
曰
ふ
べ
し
。

何
ぞ
滅
亡
す
る
こ
と
の
速
や
か
な
る
や
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
唐
呂
和
叔
文
集
』
巻
第
十
「
人
文
化
成
論
」
）（
６
） 
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陳
後
主
と
隋
煬
帝
は
多
く
の
文
集
を
残
し
、
章
句
翰
墨
（
章
句
学
と
文
学
）

に
お
い
て
人
文
に
際
立
っ
た
天
子
で
、
そ
の
才
知
道
徳
は
ま
こ
と
に
称
頌
さ

れ
る
、
と
い
う
。「
文
思
安
安
と
曰
ふ
べ
し
」
と
は
、
帝
堯
の
德
の
高
さ
を
称

揚
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
「
放
勲
欽
明
、
文
思
安
安
」
（
『
尚
書
』
尭
典
）
を

典
故
に
も
つ
言
葉
で
、
陳
後
主
、
隋
煬
帝
二
帝
の
帝
德
は
か
く
も
高
い
と
称

揚
す
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
と
し
て
「
章
句
翰
墨
」
と
「
洋
溢
編
簡
」（
文
集
）

を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。 

 

後
主
は
文
集
が
「
洋
溢
」
で
あ
る
と
評
価
が
定
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
、
次

の
唐
太
宗
の
言
葉
が
傍
証
と
な
ろ
う
。
そ
れ
は
『
貞
観
政
要
』
に
記
さ
れ
て

い
る
。
貞
観
十
一
年
、
著
作
佐
郎
鄧
世
隆
が
、「
太
宗
の
文
章
を
編
次
し
て
集

と
為
さ
ん
と
表
請
」
し
た
こ
と
に
対
す
る
太
宗
の
言
葉
で
あ
る
。 

  
 

朕
若
し
事
を
制
し
令
を
出
し
て
、
人
に
益
す
る
者
有
ら
ば
、
史
は
則
ち

こ
れ
を
書
し
て
、
不
朽
と
為
る
に
足
る
。
若
し
事
古
に
師な

ら

は
ず
、
政
を

乱
し
物
を
害
せ
ば
、
詞
藻
有
り
と
雖
も
、
終
に
後
代
に
笑
い
を
貽の

こ

す
。
須も

と

む
所
に
非
ざ
る
な
り
。
祇
だ
梁
武
帝
父
子
及
び
陳
後
主
、
隋
煬
帝
の
如

き
は
、
亦
た
大
い
に
文
集
有
る
も
、
為
す
所
は
多
く
不
法
に
し
て
、
宗

社
皆
須
臾
に
傾
覆
せ
り
。
凡
そ
人
主
は
惟
だ
徳
行
に
在
る
の
み
。
何
ぞ

必
ず
文
章
を
事
と
す
る
要
あ
ら
ん
や
。 

 

（
『
貞
観
政
要
』
巻
七
文
史
第
二
十
八
） 

 

と
述
べ
て
、
結
局
こ
の
時
太
宗
は
文
章
よ
り
も
徳
行
が
大
事
だ
と
い
っ
て
文

集
を
編
む
こ
と
を
許
可
し
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
理
由
に
、
梁
武
帝
、
昭

明
太
子
と
と
も
に
「
大
有
文
集
」
の
人
主
と
し
て
陳
後
主
と
隋
煬
帝
を
挙
げ

て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
評
価
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
は
、
ま
た
、
晩
唐
の
弘
文
館
大

学
士
鄭
覃
の
言
葉
に
よ
っ
て
も
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
文
宗
が
延
英

殿
で
古
今
の
詩
句
の
工
拙
を
論
じ
た
時
、
鄭
覃
は
自
説
を
奏
聞
し
て
い
る
。 

  
 

近
き
代
の
陳
後
主
、
隋
煬
帝
は
、
皆
章
句
を
能
く
す
る
も
、
王
者
の
大

端
を
知
ら
ず
し
て
、
終
に
季
年
の
失
有
り
。
章
句
は
小
道
な
り
。
願
は

く
は
陛
下
取
ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
『
旧
唐
書
』
巻
一
百
七
十
三
鄭
覃
伝
） 

 

先
の
太
宗
の
言
葉
も
こ
の
鄭
覃
の
言
葉
も
、
天
子
に
と
っ
て
大
事
な
の
は
政

治
経
学
で
あ
っ
て
、
文
集
、
章
句
で
は
な
い
こ
と
を
い
う
た
め
に
引
き
合
い

に
出
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
鄭
覃
が
「
章
句
を
能
く
す
」
と
表
現
す
る
よ
う
に
、

後
主
の
場
合
は
亡
国
に
直
結
す
る
だ
け
に
、
と
り
わ
け
そ
の
文
学
が
色
濃
く

認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。 

 

そ
も
そ
も
帝
王
と
文
と
の
関
係
は
、
堯
舜
に
始
ま
る
。
帝
堯
を
賛
頌
し
た

言
葉
に
「
文
思
安
安
」
が
あ
り
、
帝
舜
を
賛
頌
し
た
言
葉
に
「
濬
哲
文
明
」

（
『
尚
書
』
舜
典
）
が
あ
る
。
そ
し
て
孔
子
が
「
煥
と
し
て
其
れ
文
章
有
り
」

（
『
論
語
』
泰
伯
）
と
堯
の
偉
大
さ
を
頌
え
て
以
来
、
後
世
の
帝
王
は
文
集
を

多
く
編
む
こ
と
に
よ
っ
て
有
徳
の
証
し
と
し
て
き
た
。
従
っ
て
『
隋
書
』
經

籍
志
に
見
え
る
よ
う
に
、 
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漢
武
帝
集 

一
巻
（
梁
二
巻
） 

魏
武
帝
集 

二
十
六
巻 

梁
三
十
巻 

魏
文
帝
集 

十
巻 

梁
二
十
三
巻 

魏
明
帝
集 

七
巻 

陳
思
王
曹
植
集 

三
十
巻 

晋
宣
帝
集 
五
巻 

晋
文
帝
集 
三
巻 

宋
武
帝
集 

十
二
巻 

梁
二
十
巻 

宋
文
帝
集 

七
巻 

陳
後
主
集 

三
十
九
巻 

煬
帝
集 

五
十
五
巻 

 

等
、
帝
王
に
多
く
の
文
集
が
あ
る
の
は
そ
う
い
う
理
由
に
よ
る
。 

 

唐
太
宗
が
「
大
有
文
集
」
の
帝
王
と
し
て
挙
げ
た
梁
武
父
子
と
陳
後
主
、

隋
煬
帝
の
文
集
の
巻
数
は
、
『
旧
唐
書
』
經
籍
志
を
見
る
と
、 

  
 

梁
武
帝
集 

十
巻 

 
 

梁
昭
明
太
子
集 

二
十
巻 

 
 

陳
後
主
集 

五
十
巻 

 
 

隋
煬
帝
集 

三
十
巻 

 

と
あ
り
、
陳
後
主
集
五
十
巻
の
巻
数
の
多
さ
が
際
立
つ
。
こ
れ
は 

 

 
 

（
唐
）
高
宗
大
帝
集 

八
十
六
巻 

梁
簡
文
帝
集 

八
十
巻 

梁
元
帝
集 

五
十
巻 

 

に
次
ぐ
巻
数
で
、
単
純
な
比
較
は
危
う
さ
を
伴
う
が
、
呂
温
、
太
宗
、
鄭
覃

が
評
価
し
た
後
主
の
文
学
色
の
濃
さ
を
示
す
傍
証
と
な
ろ
う
。 

 

五 

明
の
編
修
文
集 

 
 

張
溥
「
陳
後
主
集
題
詞
」 

  

次
い
で
目
を
明
代
に
移
す
と
、
陳
後
主
の
賦
、
詔
、
勅
、
書
等
二
十
八
篇
、

楽
府
六
十
八
首
、
詩
二
十
九
首
を
収
め
て
『
漢
魏
六
朝
一
百
三
名
家
集
』
を

編
ん
だ
明
・
張
溥
の
「
陳
後
主
集
題
詞
」
が
あ
る
。
こ
の
題
詞
で
陳
後
主
の

文
学
を
論
じ
た
内
容
は
傾
聴
に
あ
た
い
す
る
。
張
溥
は
後
主
の
東
宮
時
代
を

評
価
し
て
、 

  
 

史
に
称
す
、
後
主
は
德
を
儲
宮
に
標
し
て
、
允
望
を
継
業
し
、
故
典
に

遵
い
、
六
芸
を
弘
め
、
金
馬
、
石
渠
に
、
稽
古
の
ひ
と
雲
の
ご
と
く
集
ま
り
、

梯
山
航
海
し
て
、
朝
貢
は
歳
ご
と
に
至
る
と
。
辞
は
誇
詡
と
雖
も
、
其
の
平

日
を
審
か
に
せ
ば
、
固
よ
り
鬱
林
東
昏
と
は
殊
趨
せ
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
「
陳
後
主
集
題
詞
」
） 

 
と
南
斉
の
鬱
林
王
、
東
昏
侯
と
は
違
っ
た
文
武
経
世
の
德
を
持
っ
て
い
た
こ

と
を
い
う
。 
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こ
こ
で
張
溥
が
比
較
の
対
象
と
し
て
あ
げ
る
鬱
林
王
、
東
昏
侯
に
つ
い
て

述
べ
て
お
こ
う
。 

鬱
林
王
蕭
昭
業
は
祖
父
で
あ
る
第
二
代
皇
帝
斉
武
帝
の
後
を
継
い
で
二
十
歳

で
帝
位
に
つ
く
。
本
来
は
父
の
文
惠
太
子
が
帝
位
に
つ
く
は
ず
で
あ
っ
た
が
、

父
が
病
死
し
た
た
め
に
そ
の
長
子
の
鬱
林
王
が
即
位
し
た
と
い
う
経
緯
を
も

つ
。
鬱
林
王
は
父
の
病
気
と
そ
の
死
に
際
し
て
は
献
身
的
に
付
き
添
い
人
び

と
の
涙
を
誘
っ
た
が
、
一
旦
私
室
に
も
ど
る
と
陽
気
に
歓
笑
酣
飲
し
て
ご
馳

走
を
頬
張
る
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
即
位
後
一
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
、

祖
父
武
帝
が
蓄
え
た
数
億
万
の
金
銀
財
宝
の
大
半
を
使
い
果
た
し
、
宝
器
を

持
ち
出
し
て
は
宝
器
と
宝
器
を
ぶ
つ
け
て
壊
し
て
遊
ぶ
と
い
う
有
り
様
。
宮

内
で
は
い
つ
も
裸
体
で
過
し
、
身
に
つ
け
る
も
の
と
い
え
ば
紅
紫
色
の
新
奇

な
上
衣
と
紅
色
の
奇
抜
な
下
衣
で
、
父
の
愛
姫
で
あ
っ
た
女
性
と
淫
通
し
て

い
た
（
『
南
史
』
巻
五
斉
本
紀
下
廢
帝
鬱
林
王
）
。 

廢
帝
東
昏
侯
蕭
宝
巻
は
斉
明
帝
の
第
二
子
で
、
奢
侈
と
冷
酷
非
道
で
知
ら

れ
る
。
そ
の
行
状
を
い
く
つ
か
あ
げ
れ
ば
、
東
宮
時
代
に
は
書
学
を
喜
ば
ず
、

明
け
方
ま
で
鼠
を
お
い
か
け
て
遊
び
、
五
更
（
午
前
四
時
）
に
就
寝
し
て
夕

刻
に
起
床
す
る
有
り
様
。
そ
の
た
め
に
臣
下
は
夕
刻
に
拝
謁
し
て
夕
闇
の
中

退
出
し
た
。
即
位
後
に
は
、
危
篤
の
病
人
は
す
べ
て
担
い
で
城
外
に
移
さ
せ
、

担
ぐ
者
が
い
な
い
病
人
は
道
路
の
端
を
匍
匐
し
て
行
か
せ
、
そ
れ
を
役
人
が

鞭
打
っ
た
た
め
に
道
端
で
絶
命
す
る
者
が
累
々
と
横
た
わ
っ
て
い
た
。
沈
公

城
の
家
を
訪
ね
て
婦
人
が
出
て
こ
な
か
っ
た
時
は
、
帝
自
ら
家
に
入
っ
て
婦

人
が
出
産
間
際
だ
と
知
る
や
、
腹
を
割
い
て
胎
児
の
男
女
を
見
分
け
る
始
末
。

芳
楽
園
は
奇
を
窮
め
麗
を
極
め
た
造
営
で
、
す
べ
て
の
石
に
彩
色
を
施
し
、

池
水
を
跨
い
で
紫
閣
諸
楼
を
建
て
、
壁
に
は
男
女
歓
楽
の
図
を
描
き
、
父
明

帝
が
集
め
た
黄
金
を
利
用
し
て
金
で
泥
を
練
り
、
足
ら
な
け
れ
ば
富
豪
に
黄

金
を
出
さ
せ
た
と
い
う
（
『
南
史
』
巻
五
斉
本
紀
下
廢
帝
東
昏
侯
）
。 

張
溥
は
、
陳
後
主
は
こ
れ
ら
二
帝
と
大
同
小
異
だ
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、

そ
の
「
故
典
に
遵
い
、
六
芸
を
弘
め
、
金
馬
・
石
渠
（
蔵
書
官
署
）
に
、
稽

古
の
ひ
と
雲
の
ご
と
く
集
」
っ
た
陳
後
主
を
同
列
に
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
の
で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
も
し
も
陳
後
主
が
、 

  
 

後
主
を
し
て
当
に
太
平
に
生
き
し
む
れ
ば
、
次
い
で
諸
王
に
為な

ら

び
、
竟

陵
の
文
藻
を
歩
み
、
臨
川
の
黷
貨
を
賤
し
み
、
開
館
読
書
し
て
、
令
誉

を
失
は
ず
。 

 

太
平
の
世
に
生
ま
れ
て
い
れ
ば
、
南
斉
、
竟
陵
王
子
良
の
よ
う
に
文
学
の
華

を
咲
か
せ
、
梁
の
臨
川
王
の
如
き
愛
銭
を
卑
し
み
、
大
い
に
開
館
読
書
し
て

そ
の
令
誉
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。 

南
斉
の
竟
陵
王
蕭
子
良
は
斉
武
帝
の
第
二
子
で
、
上
述
の
鬱
林
王
の
叔
父

に
あ
た
る
。
義
に
敦
く
古
を
愛
し
、
清
尚
と
い
わ
れ
た
蕭
子
良
の
永
明
年
間

の
文
学
活
動
は
有
名
で
、
そ
の
西
邸
を
開
い
て
文
学
の
士
を
招
き
そ
こ
に
は

沈
約
、
謝
朓
、
王
融
、
任
昉
、
范
雲
等
の
天
下
の
才
学
が
集
ま
り
、
多
く
の

文
章
辞
翰
が
撰
録
さ
れ
た
。
そ
の
活
動
の
一
端
は
「
学
士
を
集
め
て
五
経
百

家
を
抄
し
、
皇
覽
の
例
に
依
り
て
四
部
要
略
千
巻
を
為
る
。
名
僧
を
招
致
し

て
仏
法
を
講
語
し
、
経
を
造
り
て
新
声
を
唄
い
、
道
俗
の
盛
ん
な
る
こ
と
、
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江
左
に
未
だ
有
ら
ず
」（
『
南
斉
書
』
巻
四
十
竟
陵
文
宣
王
子
良
伝
）
と
伝
わ
る
。 

ま
た
「
臨
川
の
黷
貨
」
と
引
例
す
る
梁
の
臨
川
王
蕭
宏
は
、
奢
侈
で
銭
を

愛
し
、
酒
色
を
好
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
好
物
の
小
魚
（
ふ
な
）
の
頭
は

毎
日
三
百
を
用
意
さ
せ
、
食
卓
に
は
珍
膳
が
あ
ふ
れ
て
食
べ
き
れ
な
い
も
の

は
道
路
に
捨
て
さ
せ
、
愛
し
た
銭
は
、
百
万
、
千
万
を
集
め
る
た
び
に
黄
や

紫
の
色
標
を
立
て
さ
せ
、
そ
の
標
識
は
三
十
間
の
長
さ
に
及
ん
だ
と
い
う

（
『
南
史
』
巻
五
十
一
梁
宗
室
上
臨
川
靖
恵
王
宏
伝
）
。 

張
溥
は
、
も
し
も
陳
後
主
が
六
朝
末
の
混
乱
期
で
は
な
く
太
平
の
世
に
生

ま
れ
て
い
れ
ば
、
竟
陵
王
子
良
の
よ
う
に
文
藻
の
華
を
咲
か
せ
、
臨
川
王
の

行
状
を
卑
し
み
、
そ
の
令
誉
は
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。 そ

し
て
、
漢
武
帝
と
陳
後
主
の
詩
歌
を
比
較
し
て
、 

  
 

漢
武
の
李
夫
人
歌
と
落
葉
哀
蝉
曲
と
は
、
憂
傷
後
代
に
過
ぎ
て
、
し
か

も
四
夷
は
威
に
服
す
。
後
主
の
詞
は
絶
淫
に
あ
ら
ず
、
亡
ぶ
こ
と
且
く

忽
た
る
の
み
。
哀
に
し
て
起
き
ざ
る
は
、
声
音
の
間
に
在
ら
ん
か
。
独

り
篇
章
の
み
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。 

 

漢
武
帝
の
「
李
夫
人
歌
」
と
「
落
葉
哀
蝉
曲
」
は
愛
姫
李
夫
人
を
歌
っ
た
艶

歌
だ
が
、
天
子
が
女
性
の
美
と
夫
人
へ
の
愛
慕
を
歌
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
亡

国
に
至
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
四
夷
は
武
帝
の
威
に
服
し
た
。
そ
れ
に
対
し

て
陳
後
主
の
場
合
は
四
夷
が
威
に
服
さ
ず
亡
国
に
至
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
詩

歌
は
決
し
て
絶
淫
で
は
な
い
。
亡
国
に
至
る
原
因
は
単
に
文
学
の
せ
い
だ
け

で
は
な
い
と
張
溥
は
い
う
の
で
あ
る
。 

  

六 

清
の
編
修
文
集 

 
 

陳
祚
明
『
采
菽
堂
古
詩
選
』 

  

清
で
は
陳
祚
明
の
『
采
菽
堂
古
詩
選
』
が
あ
る
。
陳
祚
明
は
陳
後
主
の
詩

二
十
一
題
三
十
一
首
を
採
録
し
、
そ
の
冒
頭
で
陳
後
主
の
詩
を
論
じ
て
次
の

よ
う
に
い
う
。（
７
） 

 
 

後
主
の
詩
は
、
才
情
飄
逸
に
し
て
、
態
度
は
便
ち

妍
う
る
わ

し
。
固
よ
り
是
れ

一
時
の
雋
な
り
。 

後
主
詩
、
才
情
飄
逸
、
態
度
便
妍
。
固
是
一
時
之
雋
。 

  
 

人
の
才
思
は

各
お
の
お
の

寄
る
所
有
り
。
其
の
一
時
の
体
に
就
き
て
、
極
を
充

た
し
量
を
分
か
つ
も
、
亦
た
一
長
に
擅す

ぐ

れ
た
る
な
り
。
況
や
清
と
麗
は

六
朝
に
如
く
者
あ
ら
ん
や
。
六
朝
の
体
は
清
と
麗
と
兼
ね
擅
れ
た
る
故

に
佳
し
。
麗
に
し
て
清
な
ら
ざ
る
は
則
ち
板
、
清
に
し
て
麗
な
ら
ざ
る

は
則
ち
俚
。
人
は
六
朝
を
以
て
麗
と
為
し
、
吾
は
尤
も
其
の
清
を
賞
す

る
な
り
。 

人
才
思
各
有
所
寄
、
就
其
一
時
之
体
、
充
極
分
量
、
亦
擅
一
長
、
況
清

麗
如
六
朝
者
乎
。
六
朝
体
以
清
麗
兼
擅
故
佳
。
麗
而
不
清
則
板
、
清
而

不
麗
則
俚
。
人
以
六
朝
為
麗
、
吾
尤
賞
其
清
也
。 
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謝
茂
秦
詩
を
作
る
を
論
じ
て
、
先
ず
警
句
を
得
ん
と
欲
す
べ
し
と
。
此

れ
古
人
の
意
章
を
作
る
法
を
知
ら
ざ
る
故
な
り
。
今
を
以
て
こ
れ
を
観

れ
ば
、
唯
だ
後
主
の
詩
の
み
誠
に
然
り
。 

謝
茂
秦
論
作
詩
、
欲
先
得
警
句
。
此
不
知
古
人
作
意
章
法
之
故
、
以
今

観
之
、
唯
後
主
詩
誠
然
。 

 
 

 
 

陳
後
主
の
詩
は
、
春
花
始
め
て
開
き
て
色
鮮
や
か
な
る
が
如
し
。
故
に

縦
ま
ま
に
揉ま

げ
て
片
萼
を
取
る
を
貴
ぶ
も
、
亦
た
自
ら
淹
蔚
た
り
。 

陳
後
主
詩
、
如
春
花
始
開
色
鮮
、
故
貴
縦
揉
取
片
萼
、
亦
自
淹
蔚
。 

 
 
 

陳
後
主
の
詩
は
、
徐
生
の
容
を
為
し
て
、
顧
歩
登
降
す
る
が
如
し
。
事

事
に
修
飾
あ
り
て
、
こ
れ
を
望
め
ば
嫣
然
た
り
。
然
れ
ど
も
未
だ
礼
の

意
に
達
せ
ず
。 

陳
後
主
詩
、
如
徐
生
為
容
、
顧
歩
登
降
、
事
事
修
飾
、
望
之
嫣
然
。
然

未
達
礼
意
。 

（
『
采
菽
堂
古
詩
選
』
巻
之
二
十
九
陳
一
後
主
） 

 

『
采
菽
堂
古
詩
選
』
の
陳
祚
明
の
詩
評
は
、
歴
代
の
詩
話
に
見
ら
れ
な
い
評

を
施
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
周
勛
初
（
南
京
大
学
）
や
曹
道
衡
（
中
国
社
会

科
学
院
）
の
碩
学
は
し
ば
し
ば
論
文
に
引
用
す
る
。
こ
こ
で
挙
げ
た
陳
後
主

評
も
こ
れ
ま
で
の
詩
話
に
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
陳

祚
明
の
陳
後
主
詩
論
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。 

 

一 

後
主
の
詩
は
才
気
情
趣
に
富
み
、
美
し
い
。
当
時
の
俊
逸
の
詩
で
あ

る
。 

二 

六
朝
詩
は
清
と
麗
の
両
方
に
お
い
て
優
れ
て
い
る
。
麗
だ
が
清
で
な

い
詩
は
板
の
よ
う
に
味
気
な
く
、
清
だ
が
麗
で
な
い
詩
は
優
雅
さ
に

欠
け
る
。
人
は
六
朝
詩
の
特
徴
は
麗
に
あ
る
と
い
う
が
、
私
は
そ
の

清
に
良
さ
が
あ
る
と
思
う
。 

三 

謝
茂
秦
（
榛
）
は
『
四
溟
詩
話
』
の
中
で
、
詩
を
作
る
場
合
は
ま
ず

警
句
を
提
示
し
て
、
読
み
手
に
興
趣
を
起
こ
さ
せ
詩
全
体
の
柱
と
す

べ
き
だ
と
い
う
が
、
こ
れ
は
作
詩
の
法
を
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

だ
が
こ
の
点
に
つ
い
て
通
覧
す
れ
ば
、
陳
後
主
の
詩
だ
け
が
そ
れ
に

あ
た
る
。（
明
・
謝
榛
撰
『
四
溟
詩
話
』
巻
三
に
「
凡
そ
詩
を
作
る
に
は
先
ず

警
句
を
得
て
、
以
て
興
を
発
す
る
の
端
、
全
章
の
主
と
為
す
」
と
あ
る
） 

四 

陳
後
主
の
詩
は
、
春
に
花
が
開
き
始
め
て
色
鮮
や
か
に
映
え
渡
っ
て

い
る
よ
う
な
も
の
。
だ
か
ら
つ
い
そ
の
花
び
ら
を
摘
み
た
く
な
る
。

お
の
ず
か
ら
蔚
然
た
る
美
し
さ
が
あ
る
。 

五 

陳
後
主
の
詩
は
、
漢
の
儒
者
徐
生
が
礼
の
容
儀
を
実
践
し
て
、
登
降

歩
行
の
礼
を
踏
み
行
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
。
つ
ま
り
、
全
て
に
お

い
て
修
辞
が
美
し
く
、
見
た
目
は
艶あ

で

や
か
な
の
だ
が
、
容
儀
の
極
意

に
ま
で
達
し
て
い
る
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
。 

  



久 保 卓 哉 

 10

七 

お
わ
り
に 

  

『
全
唐
文
』
一
千
巻
を
調
査
し
た
結
果
、
陳
後
主
に
言
及
し
た
文
の
代
表

的
な
も
の
は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
朱
敬
則
の
「
陳
後
主
論
」
と
呂
温
の
「
人

文
化
成
論
」
だ
が
、
こ
れ
以
外
に
文
武
両
道
の
要
決
を
論
じ
た
李
竦
の
「
偃

武
修
文
論
」
、
文
学
史
論
を
展
開
す
る
皮
日
休
の
「
劉
棗
強
碑
」
、
江
南
の
美

し
さ
を
描
写
し
た
王
棨
の
「
江
南
春
賦
」
に
も
陳
後
主
は
登
場
す
る
。「
偃
武

修
文
論
」
で
は
、
文
武
が
調
和
し
て
い
な
か
っ
た
例
と
し
て
陳
後
主
が
あ
が

り
、「
劉
棗
強
碑
」
で
は
、
古
来
の
歌
詩
の
風
が
失
わ
れ
た
論
説
の
中
で
陳
後

主
が
引
か
れ
、「
江
南
春
賦
」
で
は
、
江
南
の
春
の
良
さ
に
迷
っ
た
か
ら
亡
国

に
至
っ
た
と
陳
後
主
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
唐
・
李
筌
撰

『
神
機
制
敵
太
伯
陰
経
』
で
は
、
天
の
時
も
地
の
利
も
、
無
道
の
主
と
乱
亡

の
国
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
論
調
の
中
で
陳
後
主
が
登
場
し
て
い

る
。
加
う
る
に
崔
令
欽
の
「
教
坊
記
後
序
」
、
杜
甫
の
「
朝
献
太
清
宮
賦
」
、

竇
泉
の
「
述
書
賦
」
、
黄
滔
の
「
景
陽
井
賦
」
、
王
棨
の
「
闕
里
諸
生
望
東
封

賦
」
、
陸
亀
蒙
の
「
記
錦
裾
」
で
も
陳
後
主
は
そ
の
亡
国
を
、
或
い
は
そ
の
詩

を
想
起
せ
し
め
て
い
る
。
つ
ま
り
唐
の
世
に
お
い
て
、
人
は
、
詩
歌
を
論
じ
、

政
治
を
論
じ
、
推
移
す
る
天
地
の
息
吹
を
感
じ
る
た
び
、
陳
後
主
に
思
い
を

馳
せ
た
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
歴
代
の
詩
話
類
で
は
、
唐
・
釈
皎
然
の
『
詩
式
』
を
始
め
、
南
宋
・

葛
立
方
の
『
韻
語
陽
秋
』
、
明
・
楊
慎
『
升
庵
詩
話
』
、
王
世
貞
『
芸
苑
巵
言
』
、

陸
時
雍
『
詩
鏡
総
論
』
、
清
・
賀
貽
孫
の
『
詩
筏
』
な
ど
で
陳
後
主
の
詩
を
評

し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
片
言
隻
語
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
張
溥
の
「
陳

後
主
集
題
詞
」
と
陳
祚
明
の
『
采
菽
堂
古
詩
選
』
の
論
評
を
越
え
る
も
の
で

は
な
い
。
と
り
わ
け
『
采
菽
堂
古
詩
選
』
の
評
辞
は
前
述
の
総
論
の
他
に
陳

後
主
の
詩
三
十
一
首
に
も
及
び
、
そ
の
鑑
賞
眼
の
独
自
性
が
陳
後
主
の
詩
を

生
き
か
え
ら
せ
て
い
る
。 

  

注 

 

（
１
）  

陳
後
主
に
対
す
る
二
つ
の
評
価
は
『
陳
書
』
に
す
で
に
見
え
る
。 

「
後
主
は
深
宮
の
中
に
生
れ
、
婦
人
の
手
で
長
ず
。
既
に
邦
国
は
殄
瘁

に

属
ち
か
づ

く
も
、
稼
穡
（
農
業
）
の
艱
難
を
知
ら
ず
。
初
め
は
届
危
を
懼
れ

て
、
屡
し
ば
哀
矜
の
詔
有
る
も
、
後
稍
や
安
集
し
て
、
復
た
淫
侈
の
風

を
扇
る
。
諸
公
を
賓
礼
し
て
、
唯
だ
情
を
文
酒
に
寄
せ
、
羣
小
を
昵
近

し
て
、
皆
こ
れ
に
委
ね
る
に
衡
軸
を
以
て
す
。
謀
謨
の
及
ぶ
所
、
遂
に

骨
傘
の
臣
無
く
、
権
要
の
在
る
所
侵
魚
の
吏
に
匪
ざ
る
は
莫
し
。
政
刑

日
に
紊
れ
、
尸
素
朝
に
盈
つ
。
耽
荒
し
て
長
夜
の
飲
を
為
し
、
嬖
寵
し

て
艶
妻
の
蝨
を
同
じ
く
す
。
危
亡
に
も
恤
え
ず
、
上
下
は
相
い
蒙み

だ

れ
、

衆
は
叛
き
親
は
離
れ
、
機
に
臨
ん
で
寤
め
ず
。
自
ら
井
に
投
じ
て
、
冀

う
に
苟
生
を
以
て
す
。
…
… 

古
人
に
言
有
り
、
亡
国
の
主
は
、
多
く

才
芸
有
り
と
。
こ
れ
を
梁
、
陳
及
び
隋
に
考
え
れ
ば
、
信
に
虚
論
に
非

ず
。
然
れ
ば
則
ち
教
義
の
本
を
崇
ば
ず
、
偏
に
淫
麗
の
文
を
尚
び
、
徒

ら
に
澆
偽
の
風
を

長
た
つ
と

ん
で
、
乱
亡
の
禍
を
救
う
無
し
」
（
『
陳
書
』
巻
六
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後
主
紀
魏
徴
論
）
と
い
う
評
価
と
、 

「
後
主
昔
儲
宮
に
在
り
て
、
早
に
令
徳
を
標
わ
す
。
南
面
し
て
業
を
継

ぐ
に
及
び
、
寔
に
天
人
の
望
を
允ゆ

る

す
。
礼
、
楽
、
刑
、
政
に
至
り
て
は
、

咸
く
故
典
に
遵
い
、
加
う
る
に
深
く
六
芸
を
弘
め
、
広
く
四
門
を
闢
く
。

是
れ
を
以
て
待
詔
の
徒
は
、
争
っ
て
金
馬
に

趨
お
も
む

き
、
稽
古
の
秀
は
、
雲

の
ご
と
く
に
石
渠
に
集
ま
る
。
且
つ
山
に
梯
し
海
を
航
っ
て
、
朝
貢
す

る
者
往
往
に
し
て
歳
ご
と
に
至
る
。
魏
の
正
始
自
り
晉
の
中
朝
以
来
、

貴
臣
は
治
を
識
る
者
有
り
と
雖
も
、
皆
文
学
を
以
て
相
い
処
り
、
庶
務

に
関
わ
る
こ
と
罕
な
り
。
朝
章
の
大
典
も
、
方
か
に
議
に
参
ず
る
の
み

に
て
、
文
案
簿
領
は
、
咸
く
小
吏
に
委
ぬ
。

浸
ま
す
ま
す

以
て
俗
と
成
り
、
陳

に
至
る
に
迄
ぶ
。
後
主
は
因
循
に
し
て
、
未
だ
改
革
に
遑
あ
ら
ず
。
故

に
施
文
慶
、
沈
客
卿
の
徒
、
軍
国
と
要
務
を
専
掌
し
、
左
道
を
姦
黠
し
、 

 

藩
刻
を
以
て
功
と
為
し
、
自
ら
身
の
栄
え
を
取
り
て
、
国
計
を
存
せ
ず
。

是
を
以
て
朝
経
は
堕
廃
し
、
禍
い
隣
国
に
生
ず
。
斯
れ
も
亦
た
運
鍾
百

六
、
鼎
玉
の
遷
変
な
り
。
唯
だ
人
事
の
昌よ

か
ら
ざ
る
の
み
に
非
ず
、
蓋

し
天
意
の
然
る
と
こ
ろ
な
り
」
（
『
陳
書
』
巻
六
後
主
紀
史
臣
論
）
と
い

う
良
い
評
価
が
そ
れ
で
あ
る
。 

（
２
） 

『
唐
五
代
志
怪
伝
奇
叙
録
』
李
剣
国
著
、
南
開
大
学
出
版
社
、
一
九

九
三
年
。
拙
論
「
大
業
拾
遺
記
に
つ
い
て
」
中
国
中
世
文
学
研
究
四
十

周
年
紀
念
論
文
集
、
二
〇
〇
一
年
。 

（
３
） 

と
り
わ
け
李
白
の
詠
金
陵
詩
、
詠
陳
後
主
詩
が
晩
唐
詩
人
に
与
え
た

影
響
は
大
き
い
。
拙
論
「
詠
陳
後
主
に
お
け
る
李
白
詩
『
金
陵
歌
送
別

范
宣
』
の
位
置
」
東
方
学
、
第
一
〇
七
輯
、
二
〇
〇
四
年
） 

（
４
） 

陳
後
主
が
井
戸
に
隠
れ
た
史
実
を
『
陳
書
』
と
『
南
史
』
は
次
の
よ

う
に
伝
え
る
。 

「
後
主
聞
兵
至
，
從
宮
人
十
餘
出
后
堂
景
陽
殿
，
將
自
投
于
井
」（
『
陳

書
』
巻
六
後
主
紀
） 

「
既
而
軍
人
窺
井
而
呼
之
，
後
主
不
應
。
欲
下
石
，
乃
聞
叫
聲
。
以

繩
引
之
，
驚
其
太
重
，
及
出
，
乃
與
張
貴
妃
、
孔
貴
人
三
人
同
乘
而
上
」

（
『
南
史
』
巻
十
陳
本
紀
下
） 

（
５
）  

朱
敬
則
「
陳
後
主
論
」
に
註
釈
を
施
し
た
も
の
に
、『
唐
文
選
』
高
文
・

何
法
周
主
編
、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
が
あ
る
。 

（
６
）  

清
・
賀
貽
孫
の
『
詩
筏
』
に
、「
陳
後
主
、
隋
煬
帝
才
思
艶
発
、
曽
何

救
於
敗
亡
也
。
傷
哉
」
と
あ
る
の
は
、
呂
温
の
論
の
こ
の
表
現
を
意
識

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

（
７
）  

『
采
菽
堂
古
詩
選
』
は
、
立
命
館
大
学
所
蔵
『
采
菽
堂
古
詩
選
』
三

十
八
巻
補
遺
四
巻
清
康
煕
刊
本
、
を
参
照
し
た
。 


